
2008年に京都議定書の第一約束期間がスタートし,

地球温暖化の負の影響を緩和することが強く意識され

る時代になった. これまでに, 気象要素の将来予測,

さまざまな分野への影響評価と影響緩和策の検討, 温

室効果ガス濃度安定化レベルの検討と削減技術の開発

などの研究が行われるなかで, 共通の問題として, 不

確実性の導入と予測精度の向上が重要になってきた.

本シンポジウムではこうした動向を背景とし, 予

測」と「評価」のさらなる連携をテーマに取り上げ

た. 最近では, 地球温暖化に関する文部科学省や環境

省などの大規模プロジェクト研究が実施されて新しい

知見が得られつつある. そこで, 空間的に詳細な気候

シナリオの特徴とそれらを影響評価へ活用する際にお

ける可能性, および自然生態系や人間生活の基盤など

への影響評価に不可欠なモデル予測値の代表性の考え

方などを明らかにする視点に立ち, これらの分野を代

表する４名の専門家から話題提供を頂いて総合討論を

行った.

(編集委員会より：以下の記述内容は原則としてシンポ

ジウム当時のものであり, 文中の「現在」等の記述もシン

ポジウム時点を指します。

諸般の事情により, 掲載が遅れてしまいましたこと, こ

こに心よりお詫び申し上げます.）
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〔解 説〕 （地球温暖化)

2009年度春季大会シンポジウム

「地球温暖化に関する科学的根拠の解明と脆弱性評価

のさらなる連携に向けて」の報告

はじめに

林 陽 生 ・井 上 知 栄

2012年８月



( )

(

- - ＠ )

( )

１

２

３

４

― - ―

676

〝天気"59. 8.

2009年度春季大会シンポジウム「地球温暖化に関する科学的根拠の解明と脆弱性評価のさらなる連携に向けて」の報告




